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白石市制施行50周年記念協賛事業第17回
みやぎ蔵王高原マラソン大会  参加者募集

子育て支援学習会

「ほっぷんちょ」 受講生募集！

　～申し込みはお早めに～
●開催日　9月14日（日）　雨天決行

●場所　国立南蔵王青少年野営場

●種目　①3Km＝小学男女、親子ペア（親と小学生）、

中学女②5Km＝中学男、高校男、一般男女（女子は高

校以上）③10Km＝一般男女（高校以上）④20Km＝

一般男女（高校以上）⑤ヘルスパイオニアコース（ウォ

ーキング）5Km ＝60歳以上

●参加料　小・中学生800円、高校生1,000円、一般・

親子ペア2,000円、ヘルスパイオニアコース1,200円  

●締め切り　8月15日（金）期限厳守

●申し込み先　同大会実行委員会事務局

　　　　　　　（市教育委員会内）022-1343 

※大会当日は、会場付近が交通規制されますので、ご協

力をお願いします。

　9月から開催する子育て支援学習会「愛称・ほっぷん

ちょ」に継続して参加できる受講生を募集します。

　受講生になると、子育てについて専門的な知識を持つ

講師のお話が聞けます。

　お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃん、

そのほか子育てをしている方ならだれでも参加できます。

託児も用意しますので，お気軽にどうぞ！

●対象　就園前の子どもと養育している方

●定員　50組　　●参加費　無料（一部実費負担）

●会場　中央公民館ほか

●日程　（予定）9月3・17、10月1・15、11月5・19、

12月3・17、1月14・22、2月4・18（全12回）

●時間　各回10:00～12:00（移動学習を除く）

●申し込み先　社会教育課　022-1343

●申し込み締め切り　8月20日（水）

※定員になり次第終了となります。

楽しみながら体力づくりを

シャフルボード大会が開催されました
　6月29日、ホワイトキ

ューブで、小学生から大

人まで手軽に楽しめるニ

ュースポーツ「シャフル

ボード」の大会が開催さ

れました。

【大会結果】

優　勝　アイリス　準優勝　白一小ズ

第３位　ゲッツファイターズ、チーカマ2本チーム

※優勝・準優勝チームは8月の大河原管内大会に出場

■シャフルボードってどんなスポーツ？

　黄色と黒色のディスク（円盤）各4枚を、キュー（棒）

を使ってゴールへシュートし、得点する簡単なゲームで

す。１対１の個人対戦や、複数の人数での団体戦まで、

形式はさまざまです。

　服装も自由で、屋内で行えますので、手軽に楽しめる

スポーツの１つとなっています。

■「ニュースポーツ」として講習会を始めました

　小学校の体育館を会場に、小学4年から成人の皆さん

を対象に「シャフルボード講習会」を始めました。

　年齢・性別を問わず、家庭や地域でのコミュニケーシ

ョンとして、どなたでも参加できます。ぜひご体験を！

G社会教育課　022-1343

白 石 市 立 白川小学校

my
school

　白川地区は白石市の東部に位置し、北部は蔵

王町、東部は大河原町や角田市と接している。

ほんどが山間地であり、中心を高田川が流れて

いる。菊面石や義経の石、一升餅を背負う権立、

犬卒都婆の碑など珍しい史跡、伝説、風習がある。

世帯数は578戸、人口2,000人あまりの地区で

ある。

所在地　白石市白川津田字大淵30

電　話　27-2103　　ＦＡＸ　27-2104

校　長　伊 藤  倫 就 

児童数　99名 　　　　学級数　7学級

校　木　藤

概要

教 育 目 標

目 指 す 子 ど も 像

思いやりのある子どもになろう　考える子どもになろう
たくましい子どもになろう

特 色 あ る 教 育 活 動
〈心豊かな児童を育てる教育活動〉

人間関係を培う縦割り活動 地域に根ざした学習活動

〈児童会伝統ジャンボカルタ取り大会〉
　１月に行われる行事です。全校児童
でカルタを作り、読み札を考えます。
寒さを吹き飛ばして、元気いっぱいに
カルタを取り合います。

〈4色対抗運動会〉
　全校児童を縦割り4グループに分け
て行う運動会です。運動会以外にも色
別活動として、高学年中心に遊びや委
員会活動が行われます。

〈竹の里・白川（4年･総合的な学習の時間）〉
　地域に多く見られ、校章にもなって
いる「竹」をテーマに学習に取り組ん
でいます｡4年生以外も大豆、米づくり
など地域に根ざした学習を積極的に取
り入れています｡

伝統を守る活動

校章

教育関係法規ならびに宮城県教育基本方針および白石市教育基本方針に基づき、地域に根ざし
た開かれた学校づくりと特色ある学校づくりに努めながら、「生きる力」を育成するために保
護者や地域との連携・協力を図りながら、全教育の英知と協同のもと、児童一人ひとりのよさ
と個性を伸ばす教育活動を推進する。
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